
2025年3月31日

報告書

優先的にICT活用のための
リテラシー向上を図る必要がある
年齢層の特徴を踏まえた
啓発コンテンツの作成・活用等
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1

㋖ PFer等関係者との連携による集中的な周知広報

㋕幅広い世代に対して注目を集めることのできる
訴求力の高い手法の企画・作成・活用

(4) 周知広報
㋔検定コンテンツの作成/参考となる手引書の作成

(3) 検定コンテンツの開発
㋓ 教える人材を育成するためのコンテンツ開発

(2) 教える人向けコンテンツ開発
㋒ 啓発コンテンツを掲載するホームページのHTML作成
㋑生成AIに関する内容を含めたコンテンツ作成
㋐ 優先セグメント向けコンテンツの作成

(1) 優先セグメントごとのコンテンツ開発

Agenda
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学習効果を高める為のKSFを鑑み、コンテンツを作成
学習効果を高める為のKSF

コンテンツ作成時のKSF コンテンツデリバリー時のKSF

学習目的の
明確化

講義冒頭で学習目的をわかりやすく提示し、当該分野の学習の
重要性を各生徒が十分理解できるようにする

• 「講義を終えた後はXXができる」などわかりやすく示すことが鍵
• 損失回避性を利用したホラーストーリーの提示も効果的

– 特に保護者など、「自分は知っている」と自己認知して
いる層に効果的

キャッチーな
デザイン

特に低年齢向けには、テキスト量を減らし、図や絵を活用する
• アンカー効果を活用し、キャッチーなタイトルで関心を喚起
• 特に重要な箇所は、図や絵/ ストーリーを用い解説

マルチモーダル/
インタラクティブ

な学習

テキストベース / 音声ベース (ビデオ･ポッドキャスト) の学習を効果的
に織り交ぜる
一方的な講義形式だけでなく、クイズやゲームなどのインタラクティブな
演習やテストを取り入れる
• 学習目的の提示＞レクチャー＞演習＞レクチャー＞まとめ＞
小単元テスト＞単元全体のテストの順が効果的

議論･実践の場
の確保

教材でのレクチャーや演習と、教材に基づくグループディスカッションや、
実世界での実践をループさせ、学習者の学習意欲/必要性を高める

エンカレッジメント

生徒毎の達成度や成長に対し、講師からのコメントやフィードバックを
通し、生徒のやる気を刺激する
学習コミュニティを形成し、学習者同士で励まし合う

到達度の可視化

学習の進捗や到達度を可視化し、学習途中での離脱を防ぐ
• レクチャー前/後の検定の実施
• (複数回の場合)各回の学習進捗の可視化

1

2

3

4

5

6

優先セグメントの啓発コンテンツの学習効果を高める為に用いる 教える人向けコンテンツに教え方のポイントとして効果的な手法を解説する

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成
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啓発コンテンツ作成にあたっては、心理学的なナッジを取り入れることで、学習効果を高める
工夫を行う
啓発コンテンツに取り入れるナッジ一覧

ナッジ ナッジの説明 啓発コンテンツへの活用方法
アンカー効果 最初に提示された情報が基準となり、その後の

判断や決定に影響を与える効果
「大麻は危険」 「うその情報もたくさん存在する」 等 キャッチーなメッセージを先に説明
新しい概念を導入する際、まず簡単な例や基本的な情報を提示し、その後に詳細や複雑な情報
を追加することで、学習者が新しい情報を理解しやすくなる

損失回避性 人々は利益よりも損失を回避することに強く反応する
傾向がある

ホラーストーリーを示す
学習の重要性を強調する際、知識を持たないことで失われる機会やリスクを示すことで、学習の
動機付けを高める

スキャフォールディング
効果

教育者が学習者の理解を助けるために、段階的な
サポートを提供することで、徐々に自立した学習を
促す方法

作成・編集パートでは丁寧に説明するパートと、自分で工夫してみるパートを組み合わせ
初めは具体的な指示やガイダンスを提供し、徐々にサポートを減らしていくことで、学習者が自分で
考えられるように促す

テスト効果 テストを受けることで学習内容の記憶が強化される
現象

定期的な小テストやクイズを組み込む
学習者が自分の理解度を確認し、記憶を強化する機会を提供

ピークエンド効果 経験の中で最も強烈な瞬間 (ピーク) と最後の
瞬間 (エンド) が全体の記憶に強く影響する効果

強調＋復習を組み込む
教材の中で重要なポイントや学習のハイライトを強調し、最後に要約や重要な復習を行うことで
学習者の記憶に残りやすくする

認知負荷理論 人の認知資源には限りがあり、過剰な情報は学習を
妨げる可能性がある

画像や動画を多めに活用
学習者に提供する情報量を適切に調整し、視覚的なサポートやシンプルなデザインを用いることで、
理解を促進

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成
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教材 (啓発コンテンツ) の形式としては、総務省HPにてPDF・PPTを配布の上、動画は
総務省Youtubeで公開

• 啓発教育教材
総務省特集ページ内で表示の上、PDF・PPTを配布
– 啓発教育教材 青少年向け (PDF, PPT)
– 啓発教育教材 保護者向け (PDF, PPT)
– 啓発教育教材 シニア向け (PDF, PPT)

• 動画
YouTubeで公開、特集ページ内に再生リストのリンク設置
– 青少年向け ショート動画
– 保護者向け ショート動画/音声説明付き動画 (全編)
– シニア向け ショート動画/音声説明付き動画 (全編)

教材一覧

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成

特集ページ

総務省 Youtube
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啓発教育教材 青少年向け

「5つの分野のICTリテラシーを学ぼう 青少年の皆さまへ」
各層への啓発ポイントを踏まえて教材を作成

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成
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青少年向け ショート動画

ストーリー概要
①闇バイト

• SNS上で「簡単に稼げるバイト」と投稿されていても、犯罪
に関連した仕事の可能性がある

– 「高額」「即日現金」「ハンドキャリー」等の言葉に
注意。楽をして大金を稼げるアルバイトは存在しない

– 身分証写真を要求されたり、匿名性の高い
メッセージアプリの導入を求められる

• 個人情報を要求されても、渡さないよう注意する
• メッセージや個人情報を送ってしまったなど、危ないと思った
ら、すぐに保護者や警察に連絡する

• 犯罪に巻き込まれないようリテラシーを身に付けよう
② アテンションエコノミー

• インターネットでは注目を集めるため、過激なタイトルで
拡散を狙う広告が多い

• 事例紹介
– ①過激なタイトルのSNS投稿の例
– ②誇大広告の例

• 拡散されているからといって、信頼できる情報とは限らない
ため、すぐにうのみにしないよう注意

• 情報を発信する際も投稿してよいか一呼吸おいて考える
ことが重要

③ ニセ・誤情報
• 一人ひとりのSNSの使い方が社会に大きな影響を与える
• ニセ・誤情報が引き起こす社会への悪影響

– 災害対応の妨害事例
• 本当か分からない情報は拡散しない情報が正しいか
考える、拡散前に立ち止まる

動画
第一話「簡単に稼げるバイト・・・？
闇バイトに注意！」

第二話「注目を集める過激な
タイトルの広告・情報・・・
アテンションエコノミーを知って
いますか？」

第三話「SNSの使い方ひとつで、
社会に大きな影響が・・・
ニセ・誤情報に注意！」

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成

https://www.youtube.com/shorts/-SVqXzX4jM8
https://www.youtube.com/shorts/-SVqXzX4jM8
https://www.youtube.com/shorts/kYv_5eNwBLs
https://www.youtube.com/shorts/UnX1_LcXJfY


7 Co
py

ri
gh

t 
©

 2
02

4 
by

 B
os

to
n 

Co
ns

ul
ti

ng
 G

ro
up

. 
Al

l 
ri

gh
ts

 r
es

er
ve

d.

啓発教育教材 保護者

各層への啓発ポイントを踏まえて教材を作成

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成

「5つの分野のICTリテラシーを学ぼう 保護者の皆さまへ」
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保護者向け ショート動画

①ペアレンタルコントロール
• こどもは成長途中にある存在であり、保護者が導いていく
ことが必要

• ペアレンタルコントロールやフィルタ設定がこどもをトラブルや
有害な情報から守るのに有効な事例や具体やり方を
紹介

② 闇バイト
• バイトと投稿されていても、犯罪の可能性があること
• 個人情報を渡さないなどのこどもへ注意を促すこと

③ ニセ・誤情報 (保護者・シニア共通)
• 一人ひとりのSNSの使い方が社会に大きな影響を与える
• ニセ・誤情報が引き起こす社会への悪影響

– 災害対応の妨害事例
• 本当か分からない情報は拡散しない
情報が正しいか考える、拡散前に立ち止まる

ペアレンタルコントロールで安心・安全に使おう！

簡単に稼げるバイト・・・？それ闇バイトかもしれません！

あなたのインターネットの使い方が社会に大きな影響をもたらし
ます・・・ニセ・誤情報に注意！

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成

ストーリー概要 動画

https://www.youtube.com/watch?v=OGrkqTOHXdA&list=PL7PI1l61-EVJZbcXcjgwrXNpkgyFcO-1a&index=1
https://www.youtube.com/watch?v=OGrkqTOHXdA&list=PL7PI1l61-EVJZbcXcjgwrXNpkgyFcO-1a&index=1
https://www.youtube.com/watch?v=U5QwzawZKpw&list=PL7PI1l61-EVJZbcXcjgwrXNpkgyFcO-1a&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=U5QwzawZKpw&list=PL7PI1l61-EVJZbcXcjgwrXNpkgyFcO-1a&index=2
https://www.youtube.com/watch?v=o13qB8Zp-BA&list=PL7PI1l61-EVJZbcXcjgwrXNpkgyFcO-1a&index=3
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保護者向け 音声説明付き動画 (全編)

啓発教材を自分で学んでもらえるよう、啓発教材の各頁を
音声にて説明した動画を作成
動画は各PARTごとに作成し (計5本)、Youtubeで公開

動画一覧
ICTリテラシーを身につけよう（保護者向け）

• PART1  デジタル空間の特徴って何？
• PART2 デジタル空間にはどんなトラブルがあるの？
• PART3 自分や周囲の人をトラブルから守るためには？
• PART4 社会をリスクから守るためには？
• PART5 デジタル技術を活用すると何ができる？

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

保護者向け動画 PART1
デジタル空間の特徴って何？

保護者向け動画 PART2
デジタル空間にはどんな
トラブルがあるの？

保護者向け動画 PART3
自分や周囲の人をトラブルから
守るためには？

保護者向け動画 PART4
社会をリスクから
守るためには？

保護者向け動画 PART5
デジタル技術を活用すると何が
できる？

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成

概要 動画

https://www.youtube.com/playlist?list=PL7PI1l61-EVJZbcXcjgwrXNpkgyFcO-1a
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保護者へのインタビュー結果を踏まえ、特に重要なペアレンタルコントロールや青少年からの
相談先としてのリスク対応に必要な要素に絞りビラを作成
保護者むけビラの作成方針

作成方針 コンテンツの全体構成
• 保護者のICTリテラシー向上のための啓発コンテンツの補助
資料として作成

• 隙間時間で見れる簡易な資料の方が見やすいという
インタビュー結果を踏まえ、サマリ資料として1-2ページのビラを
作成

• 印刷物としてのビラ配布
– 保護者会、PTAでの配布

(保護者は学校からの発信に目を通しやすい)
– 自治体広報誌等での掲載

• データとしての配布
– 啓発コンテンツと同様総務省HPで配布

• 縦書き A4 x 2枚を想定
• 色、イラスト多めで見やすいデザイン

位置
づけ

配布
形式

成果物
イメージ

保護者向けインタビューを踏まえビラの記載事項を整理
• デジタル空間の特徴とリスク

– ネットの仕組みや特性に関する基本理解とネット上の
リスク対処方法

• ペアレンタルコントロールとフィルタリング
• トラブルにあったときの相談先

内容
構成

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成
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保護者向けチラシ

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成
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啓発教育教材 シニア向け

各層への啓発ポイントを踏まえて教材を作成

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成

「5つの分野のICTリテラシーを学ぼう シニアの皆さまへ」
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① なりすまし詐欺
• メールや電話で正体を偽り、お金をだまし取る詐欺であること
• 具体事例を紹介。メールの送り主などへ注意することと、
怪しいと思ったら家族や警察に相談すること

② ロマンス詐欺
• インターネット上で身元を隠して接触し、好意を
利用してお金をだまし取る詐欺であること

• お金を渡すように要求されたら、家族や警察に相談すること

③ ニセ・誤情報 (保護者・シニア共通)
• 一人ひとりのSNSの使い方が社会に大きな影響を与える
• ニセ・誤情報が引き起こす社会への悪影響

– 災害対応の妨害事例
• 本当か分からない情報は拡散しない
情報が正しいか考える、拡散前に立ち止まる

あなたのインターネットの使い方が社会に大きな影響をもたらし
ます・・・ニセ・誤情報に注意！

シニア向け ショート動画

特別な投資教えます・・・それ、なりすまし詐欺かもしれません！

あなたはだまされていませんか？ロマンス詐欺に注意！

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成

概要 動画

https://www.youtube.com/watch?v=o13qB8Zp-BA&list=PL7PI1l61-EVIoShwJz0boB0jnQrir7xW-&index=3
https://www.youtube.com/watch?v=ZrAjxhr_ZNY&list=PL7PI1l61-EVIoShwJz0boB0jnQrir7xW-&index=1
https://www.youtube.com/watch?v=ZrAjxhr_ZNY&list=PL7PI1l61-EVIoShwJz0boB0jnQrir7xW-&index=1
https://www.youtube.com/watch?v=faWFrWSDXDM&list=PL7PI1l61-EVIoShwJz0boB0jnQrir7xW-&index=2
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シニア向け 音声説明付き動画 (全編)

シニア向け動画 PART1
デジタル空間の特徴って何？

シニア向け動画 PART2
デジタル空間にはどんな
トラブルがあるの？

シニア向け動画 PART3
自分や周囲の人をトラブルから
守るためには？

シニア向け動画 PART4
社会をリスクから
守るためには？

シニア向け動画 PART5
デジタル技術を活用すると何が
できる？

啓発教材を自分で学んでもらえるよう、啓発教材の各頁を
音声にて説明した動画を作成
動画は各PARTごとに作成し (計5本)、Youtubeで公開

動画一覧
ICTリテラシーを身につけよう（シニア向け）

• PART1 デジタル空間の特徴って何？
• PART2 デジタル空間にはどんなトラブルがあるの？
• PART3 自分や周囲の人をトラブルから守るためには？
• PART4 社会をリスクから守るためには？
• PART5 デジタル技術を活用すると何ができる？

ア 優先セグメント向けコンテンツの作成

概要 動画

・・・

・・・

・・・

・・・

・・・

https://www.youtube.com/playlist?list=PL7PI1l61-EVIoShwJz0boB0jnQrir7xW-
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㋖ PFer等関係者との連携による集中的な周知広報

㋕幅広い世代に対して注目を集めることのできる
訴求力の高い手法の企画・作成・活用

(4) 周知広報
㋔検定コンテンツの作成/参考となる手引書の作成

(3) 検定コンテンツの開発
㋓ 教える人材を育成するためのコンテンツ開発

(2) 教える人向けコンテンツ開発
㋒ 啓発コンテンツを掲載するホームページのHTML作成
㋑生成AIに関する内容を含めたコンテンツ作成
㋐ 優先セグメント向けコンテンツの作成

(1) 優先セグメントごとのコンテンツ開発

Agenda
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コンテンツ要件である「生成AIに関するリテラシー」については、Part4,5に取り入れる

生成AIに関する内容も最新の状況をふまえて作成

イ 生成AIに関する内容を含めたコンテンツの作成

生成IAに関する記載内容の概要 教材内の該当箇所 (一例)

PART1 デジタル空間の特徴って何？

PART2 デジタル空間にはどんなトラブルがあるの？

PART3 自分や周囲の人をトラブルから守るためには？

PART4 社会をリスクから守るためには？
• ニセ・誤情報の存在・増加原因

– ニセ・誤情報が増えている背景として、生成AIの特徴である、により
ニセ画像などを簡単に作成可能になったことや、裏付けのない、正しく
ない回答をする場合があることがあげられる

• 情報の正誤確認
– 正しい情報を得るためには信頼できる情報源かどうかを確認することが
重要。逆画像検索などを活用

PART5 デジタル技術を活用すると何ができるの？
• デジタル技術の発展

– AI技術にて、複雑な問題を解決したり、新しいアイデアを考えてくれる
可能性がある

• WEBサービス (AIチャットボット)
– 質問を入力すると、AIチャットボットが回答するなどのWEBサービス

目次



Co
py

ri
gh

t 
©

 2
02

3 
by

 B
os

to
n 

Co
ns

ul
ti

ng
 G

ro
up

. 
Al

l 
ri

gh
ts

 r
es

er
ve

d.

17

㋖ PFer等関係者との連携による集中的な周知広報

㋕幅広い世代に対して注目を集めることのできる
訴求力の高い手法の企画・作成・活用

(4) 周知広報
㋔検定コンテンツの作成/参考となる手引書の作成

(3) 検定コンテンツの開発
㋓ 教える人材を育成するためのコンテンツ開発

(2) 教える人向けコンテンツ開発
㋒ 啓発コンテンツを掲載するホームページのHTML作成
㋑生成AIに関する内容を含めたコンテンツ作成
㋐ 優先セグメント向けコンテンツの作成

(1) 優先セグメントごとのコンテンツ開発

Agenda
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ウ 啓発ｺﾝﾃﾝﾂを掲載するﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞのHTML作成

特集ページ 「5つの分野のICTリテラシーを学ぼう～つくろう！守ろう！安心できる情報社会～」
(https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/special/Ictliteracy_for_yps/)

https://www.soumu.go.jp/use_the_internet_wisely/special/Ictliteracy_for_yps/
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㋖ PFer等関係者との連携による集中的な周知広報

㋕幅広い世代に対して注目を集めることのできる
訴求力の高い手法の企画・作成・活用

(4) 周知広報
㋔検定コンテンツの作成/参考となる手引書の作成

(3) 検定コンテンツの開発
㋓ 教える人材を育成するためのコンテンツ開発

(2) 教える人向けコンテンツ開発
㋒ 啓発コンテンツを掲載するホームページのHTML作成
㋑生成AIに関する内容を含めたコンテンツ作成
㋐ 優先セグメント向けコンテンツの作成

(1) 優先セグメントごとのコンテンツ開発

Agenda
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エ 教える人材を育成するためのコンテンツの作成

多様な担い手が講義をできるよう、教材の狙いや指導方法の解説書を制作

「講師向けガイドライン (世代別)」
教材の狙いや指導時の心がけなどに加え、講師用の説明例文や講義で意識してもらいたいポイントを紹介
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教材チラシ

エ 教える人材を育成するためのコンテンツの作成
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㋖ PFer等関係者との連携による集中的な周知広報

㋕幅広い世代に対して注目を集めることのできる
訴求力の高い手法の企画・作成・活用

(4) 周知広報
㋔検定コンテンツの作成/参考となる手引書の作成

(3) 検定コンテンツの開発
㋓ 教える人材を育成するためのコンテンツ開発

(2) 教える人向けコンテンツ開発
㋒ 啓発コンテンツを掲載するホームページのHTML作成
㋑生成AIに関する内容を含めたコンテンツ作成
㋐ 優先セグメント向けコンテンツの作成

(1) 優先セグメントごとのコンテンツ開発

Agenda
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実践的な問題演習にて到達レベル3に達しているか、個人の学習成果を測定可能な
チェックテストを制作

オ 検定コンテンツの作成/参考となる手引書の作成

「ICTリテラシーチェックテスト」
5つの能力領域別の設問に回答することで、必要なリテラシー到達レベル (レベル3) に到達しているかが確認可能
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多様な担い手が教材を作成する際の指針を解説した、解説書を制作

オ 検定コンテンツの作成/参考となる手引書の作成

「リテラシー全体像の解説書」
教える人・教材制作者を対象に、リテラシー教育を通じて身につけるべき能力や到達レベルを共有
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㋖ PFer等関係者との連携による集中的な周知広報

㋕幅広い世代に対して注目を集めることのできる
訴求力の高い手法の企画・作成・活用

(4) 周知広報
㋔検定コンテンツの作成/参考となる手引書の作成

(3) 検定コンテンツの開発
㋓ 教える人材を育成するためのコンテンツ開発

(2) 教える人向けコンテンツ開発
㋒ 啓発コンテンツを掲載するホームページのHTML作成
㋑生成AIに関する内容を含めたコンテンツ作成
㋐ 優先セグメント向けコンテンツの作成

(1) 優先セグメントごとのコンテンツ開発

Agenda
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青少年のリテラシー学習ジャーニーにおける主な困りごと

継続的な
学習

トラブル
への対処

トラブル
への直面

学校の授業や
家族との会話

デジタル機器
の利用1 2 3 4 5場面

• "朝までスマホを見て
しまった…/知らない人から
友達申請がきた…と使っ
ていてはっと不安になる"

• "ネットを使いこなす友達
の話も聞くけど、どう使え
ばよいかわからない…"

困りごと • "授業で聞いたことはある
けど、自分のスマホで何を
したらよいかピンとこない"

• "トラブルへの不安はある
けど、自由がなくなるのは
嫌だから家族と話しにくい"

• "ニュースや友達から
トラブルを聞くたび不安に
なって調べてみるけど、
いろんなトラブルが出て
きて何を知っておいたら
十分なのかわからない"

• "トラブルにあって初めて、
どうしよう…とあわてて
調べたことがある"

• "SNSや記事に書いて
あった対応をしたけど、
信じて大丈夫なんだろう
か…"

• "家族に相談しづらくて、
時間が経つにつれ深刻な
問題になってしまった"

• "大人の目が届かない、
同級生や仲間うちのもめ
ごとがトラブルに発展した"

自己流でスマホやネットを
使っていて、"はっとした"こと
や"こんなことができたら" と
感じたときが学びどき

伝えること
が望ましい
メッセージ

学校で習って知っていても、
必要性を感じられないと
自分の身を守れない

フィルタリングなど具体的な
防御方法を学ぼう

背景にあるデジタル空間の
特性を学び、新たなトラブル
が出てきても対処できる
「継続的に学び続ける力」
を身に付けよう

その場でどうにかできても、
根本的な解決になって
いない可能性があるから、
家族と相談してみよう

トラブルに直面したその場で
すぐ対処できるかで被害の
程度が変わる

カ 幅広い世代に対して注目を集めることのできる訴求力の高い手法の企画・作成・活用
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保護者のリテラシー学習ジャーニーにおける主な困りごと

トラブルへの
対処

トラブル
の発見

保護者自身
の学習

家庭内での
管理・監督

デジタル機器
の提供

• "学習端末をどう使ってい
るか分からないから
注意しずらい"

• "特にこども向けの設定
はしないまま渡してしまっ
たきり…"

フィルタリングなどを上手く
利用して、安全に使えるよ
うな利用環境を整えてあげ
ることが大切

• "制限しようとすると逆に
隠すようになってしまう気
がして言い出せない"

• "毎日ずっとスマホを見て
いるので、依存症になっ
てしまわないか心配"

こどもは成長途中にある
存在。自由に使いたい
こどもを理解しつつも、
家族での約束ごとは必要

• "知識をつけたいとは思う
けれど、仕事や家事で
疲れて、まとまった情報
を遠ざけてしまう"

• "学校のお知らせは
似たような内容ばかりで
見飽きてしまう"

親が手を引いてしまうと、
こどもはそのままになって
しまう
保護者自身が知識を身に
付けるため継続的に
学ぼう

• "学内端末は目が
届かないので、トラブルに
あっていてもすぐに
気づいてあげられない"

• "最近、こどもと会話が少
なくなって心配"

学校だけではなく、家庭の
役割は大事
日ごろの会話や様子から
異変がわかることもある

• "相談もなしにフリマに
出品しようとしていて…、
あわてて止めた"

• "自分の知識や対応力
に自信がないので対処
できるか不安"

まずは落ち着いて状況を
聞き出すことが第一歩
いざという時に保護者が
守ってあげられるよう力を
付けよう

1 2 3 4 5場面

カ 幅広い世代に対して注目を集めることのできる訴求力の高い手法の企画・作成・活用

困りごと

伝えること
が望ましい
メッセージ
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シニアのリテラシー学習ジャーニーにおける主な困りごと

更なる活用トラブル
遭遇～対処

講習等での
学習

生活の中での
学習

デジタル機器
の利用

• "インターネットでたまたま
見つけた動画を見始め
たら止まらなくなった"

• "メールの登録をするのが
怖くて、全然使えていな
い"

• "最初の設定は息子が
やってくれたけど、何をし
てくれたのかは知らない"

• "SNSやアプリにまつわる
怖いニュースばかりで
使うのが心配"

• "こんなことも知らないの
かって思われるのが
心配で参加しずらい"

• "講習は参加者も
多かったし、難しくて
よくわからなかった"

• "知らないメールアドレス
から未払い請求のメール
がきて支払ってしまった"

• "困ったことが起きたときに、
どこに相談すればいいの
かわからない"

• "スマホで仕事を探せるっ
て聞いたけど、どこから
始めたらいいのやら"

• "新しいことを学んでみた
いけど、お金もかかるし気
がひける"

スマホやインターネットは
適切な使い方を知れば、
もっと生活は便利になる

過度に怖がらず、基礎
から学ぼう

人に任せるばかりでなく、
自分でも使い方を学ぶこと
も大事

コミュニティや周りの人とも
情報を交換しよう

マンツーマン形式や基礎
を学べるなど、自分にあう
講座を選べる

学習教材を使って、
一人でも学び始められる

"怪しいかも?"と少しでも
思ったら、一人だけで判断
せずに、立ちどまって周りに
相談してみて

少額～無料で試せる
WEBサービスもあるので、
自分に合った社会参加の
機会を探してみよう

1 2 3 4 5場面

カ 幅広い世代に対して注目を集めることのできる訴求力の高い手法の企画・作成・活用

困りごと

伝えること
が望ましい
メッセージ
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各セグメントごとの行動特性に応じた有望なリーチ手法
インタビュー結果をふまえた仮説

保護者層 (30～50代)青少年層 (10代)
学校、PTAや保護者会等を通じて家庭向けの注意
事項は聞くが、こどもの学習状況や理解度が見えな
いことも。情報検索ツールを使うリテラシーと頻度が
高く、メディアサイト、テレビ、SNS等が日常的な情報
収集ツール

リテラシーの啓発や学習は主に学校で行われ、保護
者からのリテラシー教育割合は少ない。YouTube、
LINE、Instagram等SNSの利用に集中し、能動的な
検索もSNSや動画サービス内で行い、ウェブと使い
分けている

インターネットやスマホの問題は携帯ショップ、ケーブル
テレビプロバイダや家族・詳しそうな知り合いに頼り、
自習よりもハンズオン形式で教わる学習を好む。
テレビやメディアサイトで情報収集し、LINEや
YouTubeなどのほかSNSや動画サービスも趣味や
興味領域で活用

シニア層 (65歳以上)特徴
各世代の
行動特徴

各セグメントへの
アプローチ・
コンテンツの
周知広報
に関する検討

• 地方自治体・学校:
– 地方自治体・学校、保護者会/PTA等に
連携し、資料の配布、出張授業等を通じて、
こどもにリテラシーを学ばせる意味や保護者と
しての具体的な対応ポイントを周知

• メディア・デジタルPfer:
– LINEやYouTube、テレビCM、チラシ等広告
手段を通じて、こどものためにリテラシーを学ぶ
意味・コンテンツを周知

– 保護者が自身の問題意識に特化した
コンテンツやこどもに与えやすい教材を簡単に
見つけられるように、各PFerでの啓発ウェブ
サイトのSEO対策が必要

• 地方自治体・学校:
– 学校は青少年の主なリテラシー学習
チャンネルのため、資料の配布等学校での
集会や、宣伝活動、出張授業を通じて、
コンテンツを周知

• 地方自治体・学校×保護者:
– 保護者によるリテラシー教育が少ないため、
地方自治体や学校は保護者への連絡ツール
での周知等により、保護者に日頃でこどもを
教育させる

• メディア・デジタルPfer:
– TikTok、YouTube、LINE、Instagram等青
少年の使用率が高いPFerと連携し、青少年
がリテラシーを学び意味・コンテンツの存在を
周知

– 青少年が自身に特化したコンテンツを簡単に
見つけるように、各PFerでの啓発ウェブサイト
のSEO対策が必要

• 携帯ショップ等リアル拠点を持つ企業:
– スタッフが高齢ユーザー層にコンテンツの存在・
学ぶ理由を周知し、ハンズオン形式での指導
を提供

• ケーブルテレビ等ICT企業
– シニアはテレビでリテラシーコンテンツ広告を
見てケーブルテレビ側に連絡すると、サポーター
が自宅に訪問・指導

• 自治会や町内会等地域コミュニティー:
– 自治体や警察、職探し関連の公的機関も
提供者になりうる。スマホの使い方だけでなく、
フィットしやすい防犯文脈の内容をカバー。
あわせてデジタルサービスを使う意味、
コンテンツの存在を周知

• メディア・デジタルPfer:
– LINEやYouTube、テレビCM、チラシ等広告手
段への反応は期待薄。行う際の内容としては、
デジタルによる生活の良さ/社会課題の解決/
社会参加へのシニアの関心・学ぶ意欲を喚起
し、コンテンツの存在を周知

カ 幅広い世代に対して注目を集めることのできる訴求力の高い手法の企画・作成・活用
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30

㋖ PFer等関係者との連携による集中的な周知広報

㋕幅広い世代に対して注目を集めることのできる
訴求力の高い手法の企画・作成・活用

(4) 周知広報
㋔検定コンテンツの作成/参考となる手引書の作成

(3) 検定コンテンツの開発
㋓ 教える人材を育成するためのコンテンツ開発

(2) 教える人向けコンテンツ開発
㋒ 啓発コンテンツを掲載するホームページのHTML作成
㋑生成AIに関する内容を含めたコンテンツ作成
㋐ 優先セグメント向けコンテンツの作成

(1) 優先セグメントごとのコンテンツ開発

Agenda
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オンライン上でのリーチ手法の実証検証結果

概要
目的

• 各世代の特徴をふまえ、効率的かつ効果的なリテラシーのリーチ手法を
検証すること

• リーチ手法の定量分析
各動画の再生完了数などのKPIを測定し、SNS広告によるリーチ手法と
して、効果の高い手法や動画の特徴がどのようなものかを定量的に
分析

• リーチ手法の有効性の定性確認
定量分析の裏付けとして、各世代3名ずつ (計12名) へインタビューを
実施し、定性的にもリーチ手法の有効性を確認

• 学習効果の定性確認
ⅱの対象者に対して、啓発教材がリテラシーの向上に有効であるか
どうか、学習効果についてインタビューを実施し、定性的に確認

実施内容

実証方法
• 青少年、保護者、シニアの各世代に対して、30秒～1分程度の
短尺動画 (各3種類) の広告を出稿
– 青少年: 闇バイト、アテンションエコノミー、ニセ・誤
– 保護者: ペアレンタルコントロール、闇バイト、ニセ・誤
– シニア: なりすまし詐欺、ロマンス詐欺、ニセ・誤

• 各世代ごとに最も有効と想定されるSNS媒体を選定し出稿
– 青少年: Instagram
– 保護者/シニア: YouTube

• １動画あたり1,000再生完了程度を目標に広告を表示
– エキスパートとの議論を踏まえて、1,000再生完了程のサンプル数
があれば示唆の抽出が可能

– 全体で1,000再生完了 x 9動画 = 9,000再生完了程を出稿

PFer等関係者との連携による集中的な周知広報

i

ⅱ

ⅲ

キ
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実施内容 詳細

リーチ手法の定量分析 リーチ手法の有効性の定性確認 学習効果の定性確認i ii ⅲ

実施方法
各SNSに1分程度の短尺動画を出稿し、再生
完了率(興味を持っても見てもらえたか)、
クリック数(特集サイトへのリーチにつながったか)、
などを測定して分析
※配信期間は、3/4～/17までの2週間1)

測定したKPI指標
効果測定に用いられる一般的なKPIを
エキスパートと協議し選定

• 再生完了率 (再生完了数)

実施方法
• 対象) 青少年、保護者、シニア各4名ずつ

– 各世代の中でもなるべく幅広い属性の
対象者をカバーできるように調整

• 時間) 30分
• 形式) オンライン(カメラ有り)

実施の流れ
• 各対象層に、5つの能力領域のICT
リテラシーレベルを測る簡易的なスクリー
ニングのアンケートを実施

• レベルが平均2かつ、地域や年齢、家族
構成などがさまざまな候補者を選定

• 事前に各3本の動画を視聴してもらう
• インタビューにて、リーチ効果につながったかを
ヒアリング
– 動画の印象や興味を持ってもらえたか
– 動画視聴後の行動についてヒアリング

など

実施方法
• 対象) ②の対象者と同じ
• 時間) 30分
• 形式) オンライン(カメラ有り)

実施の流れ
• ②の対象者に、啓発教材の5つの能力
領域に関する箇所を抜粋して配布、事前
に学習してもらう

• インタビューにて、学習効果があったかどうか
をヒアリング
– 興味を持ってみてもらえたか
– ICTリテラシーのレベル向上に
つながったか(再度レベルを確認)

など

1. プラットフォーマーとのキャンペーンのタイミングに合わせて2週間程で実施

PFer等関係者との連携による集中的な周知広報キ
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セグメント別の定量指標（3/4～17までの14日間配信） ベンチマーク以上 ベンチマーク以下

PFer等関係者との連携による集中的な周知広報キ ー リーチ手法の定量分析ⅰ

リーチ効果への示唆

青少年

保護者

シニア

闇バイト (45秒)

アテンションエコノミー
(1分11秒)

ニセ・誤 (36秒)

ペアコン (1分12秒)

闇バイト (51秒)

ニセ・誤 (1分9秒)

なりすまし詐欺
(1分14秒)

ロマンス詐欺
(1分11秒)

ニセ・誤 (1分9秒)

動画種類対象層 再生完了率

0.09%

0.04%

0.07%

67.95%

86.57%

66.65%

72.06%

69.92%

71.06%

考察
再生率の推移 テーマの違い

1.5%
(一般的に30秒
未満のショート
動画が前提)
*教育系テーマ
の場合は0.8%
程が目安

8%
(一般的に30秒
未満のショート
動画が前提)

10%
(一般的に30秒
未満のショート
動画が前提)

動画が長く、開始25%で
ほとんどが離脱
•闇バイトの25%再生率は
教育系テーマのベンチマー
ク程度だが、50%では1/4
に急落、75%では更に半減

•開始25%(10s-15s)で
多くが離脱している

ニュースなどでの取り扱いも多く、
時事的にも話題の高いテーマ

アテンションエコノミーとは何かを
説明する概念的な内容が中心

社会影響を訴える啓発的な
内容だが、直後に事例を配置

関心の高い動画は、一定
したエンゲージメントを維持
•闇バイトは開始と完了で
8%程度しか下落なし

•ペアコン、ニセ・誤は
16%程度下落

各動画共通して、一定の
エンゲージメントを維持
•各動画、50%再生率で
約7%程度の下落はあるも
のの、最後まで高い再生
完了率を維持

一般的なベン
チマーク指標

前半こどもへのリスクを紹介する
も、後半はペアコンなどの概要
的な説明

ニュースなどでの取り扱いも多く、
時事的にも話題の高いテーマ

こどもに言及せず、保護者自身
へ訴求する、啓発的な内容

金銭トラブルなど危機意識に訴
求し、最新の事例も紹介

ニセ・誤情報とは何か、影響事
例などを説明する啓発的な内容

短い動画(15s以内)に
おいて、興味・関心にささる
事例で訴求が有効ではな
いか

1分程度の動画でも、
保護者には見てもらえる
ため、こどもに関連した
時事的に話題性のある
事例を選定することが有効
ではないか

最初に一定の離脱はあるも
の、スキップ習慣が他世代
に比べて相対的に低いため、
最初に関心をつかむと最後
まで見てもらいやすい。
危機意識に訴求した動画
で関心をつかめるかどうかが
肝要ではないか

金銭トラブルなど危機意識に
訴求した内容
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② リーチ手法の有効性の定性確認
関心のある内容と組み合わせ、目的に応じて危機意識やメリットを強調する工夫が有効

定量分析の
示唆

• 公告は習慣的にスキップする。興味があるもの
(話題のニュース、好きなアニメや芸能人など) は
見られやすく、クイズの続きを隠すなどストーリーの
ある広告もアクションにつながりやすい

• 情報の授業などで、啓発的な内容は周知が
進んでおり、一般的な事例は既視感を強く感じる

• こどもに対してICTリテラシーが重要であるという
意識や時事的な話題への関心は高く、必要に
応じて具体的な方法を学びたい (学んだ) という
声も多い

• 時間的な余裕がないことから、広告を見てすぐに
詳細リンクにアクセスできない可能性も高い

• デジタル技術の操作などに不慣れで不安がある
シニアにとって、個人情報の漏洩や詐欺などの
リスクに対する関心は高い

• 利用方法などを知りたいという要望はあるものの、
危機意識をあおる動画では、内容だけで満足
してしまい、最初の意識づけ以上のリーチには
つながりづらい

学校教材を想起する啓発的な印象を避け、
関心があるものや、ゲーム・クイズなどの
インタラクティブな形式と組み合わせることが有効
ではないか

時間的な余裕も少なく、すぐに学習まで求める
ハードルは高いので、こどもがトラブルに巻き込ま
れた場合など、必要なときに利用できる教材が
あることを知っておくだけでも (オンライン広告・
チラシ など) も有効ではないか

定性確認の
考察

今後に向けた
示唆

目に留まることを目的とする場合は危機意識を
訴求、学習を促したい場合、社会参加/活用
方法/周りの人に迷惑をかけないことなどの
メリットを打ち出した訴求などの出し分けが有効
ではないか

短い動画(15s以内)に
おいて、興味・関心にささる事例で訴求

1分程度の動画でも、保護者には見てもらえるた
め、こどもに関連した時事的に話題性のある
事例を選定

最初に一定の離脱はあるもの、スキップ習慣が
他世代に比べて相対的に低いため、最初に関
心をつかむと最後まで見てもらいやすい。危機意
識に訴求した動画で関心をつかめるかどうかが
肝要

保護者層 (30～50代)青少年層 (10代) シニア層 (65歳以上)検証サマリ

ー リーチ手法の有効性の定性確認iiPFer等関係者との連携による集中的な周知広報キ
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③学習効果の定性確認
レベル2⇒3へ一定寄与できているが、特にシニアにおいては能力領域dやeのリテラシー向上には余地がある

保護者層 (30～50代)青少年層 (10代)
• こどもに対してICTリテラシーを身につける重要性は
理解しており、ペアレンタルコントロールなどの
具体的な実践方法への興味が高い

• こどもたちの将来的なデジタル技術の動向の
具体なども知りたい

• 普段利用しているSNSやゲーム、実生活に近い
事例に関連付ける
– 切り抜きを作成する際に気を付けるポイント
は？など

• 「SNSで炎上してしまった人の話」など、実際の
体験を紹介する

• トラブルへの危機意識が強いため、
リスクなどの事例や、イラストは目に留まりやすく
理解しやすかった

• 現在のページ数だと読むハードルが高く、学びの
目的に応じて分冊した方が読みやすい

シニア層 (65歳以上)
学習効果に
ついての検証
どうしたら興味や
意欲を持って、
学習に取り組ん
でもらえるか

今後に向けた
示唆

• ペアレンタルコントロールやフィルタリングなどの
具体的な方法などの需要は高く、具体的な方法
を提示すると見てもらいやすいのではないか

• 深掘りたい箇所や目的に応じて効率的に学習を
勧められる形式 (分冊や、デジタル教材) を
取り入れ学習のハードルを下げることがよいのでは
ないか

• リアリティのある事例や、実体験に近い事例でほど
印象に残りやすいため、時事的な内容やより年齢
に応じた事例の出し分けも検討

• 読み物的な形式よりも、レベルチェックやクイズなど
のインタラクティブな仕掛けを取り入れることが有効
ではないか

• リテラシー領域a～cへの理解は進んだ一方で、
d,eについては本教材だけでは難しいところもある
ため、全体の導入は本教材、利活用の詳細は
別教材と位置づけ組み合わせることが有効ではな
いか

• 自主学習を促す場合、目的や学びたい内容に
応じて、細かく関連教材を紐づけるなどの導線を
丁寧に設計することが望ましい

どうしたらICT
リテラシーに
ついて理解し、
知識習得
してもらえるか

• 教材全体の内容は理解されやすく、こどもを取り
巻く環境や、保護者自身のリスクについても自身
に当てはめながら読めている

• 時間的な余裕がないため、何を読むとどの知識が
身についたのかすぐに分かる方が好まれる

• 学校などでの啓発も進んでおり、教材の内容も
理解されやすく、より詳細な事例や新しい用語
などへの注意がいきやすい

• 自主的に読み進めるだけでなく、レベルチェックなど、
クイズ形式などのワークを取り入れる

• リスクやトラブル事例などの理解はできている一方、
ICTリテラシー領域dやeを理解できたという意識が
乏しい

• デジタル技術の利用方法などもより具体的に
知りたい、どこを見ればいいのかすぐわかるようして
ほしい
– 生成AIの使い方 など

ⅲー 学習効果の定性確認PFer等関係者との連携による集中的な周知広報キ
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